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クラダシ、栃木小山蓄電所に対して 
リコーリースからプロジェクトファイナンスで2.9億円を調達 

株式会社クラダシ（本社：東京都品川区、代表取締役社長CEO：河村晃平、以下「クラダシ」）は、
クラダシが運用する栃木小山蓄電所に対して、リコーリース株式会社（本社：東京都港区、代表
取締役社長執行役員：中村徳晴、以下「リコーリース」）から、プロジェクトファイナンスによって、
2.9億円の資金を調達いたしましたので、お知らせいたします。 
 

 
 
■本資金調達の概要 
クラダシは、ミッションを「善いビジネスで未来に実りを。」 、ビジョンを「日本一のインパクト企業グ
ループへ。」と掲げ 、世の中に山積するさまざまな社会課題を価値へと転換し、社会・環境・経済
へ確かなインパクトをもたらす事業を展開しています。 
 
2025年1月、電力ロスの削減を目指して再生可能エネルギー事業へ参入し、同年5月には、初号
案件となる「栃木小山蓄電所（栃木県小山市）」の運用を開始いたしました。同年9月にはJEPX
（日本卸電力取引所）市場、12月には需給調整市場へ順次参入し、市場取引を通じた収益化を
推進してまいりました。 
 
こうした背景から、このたび、クラダシが所有する系統用蓄電所である栃木小山蓄電所に対し
て、リコーリースよりプロジェクトファイナンス型の融資を実現いたしました。 
 
■本資金調達の意義 
本資金調達は、以下の点においてクラダシの今後の事業展開における重要なマイルストーンと

なります。 
 

●​ 系統用蓄電池事業におけるプロジェクトファイナンス・モデルの確立 
●​ フルマーチャント型系統用蓄電池事業（※1）に対する、金融機関からの高いアセット評価・

収益性の裏付け 
 
※1フルマーチャント型系統用蓄電池事業 
補助金や固定価格での売電に依存せず、電力市場での取引のみで収益を上げる蓄電池事業 

 
■今後の展望 
クラダシは、本件を契機として他社とのアライアンスを強化し、さらなる系統用蓄電所ポートフォリ

オの拡大を目指します。また、プロジェクトファイナンスやファンド化を組み合わせた「資金調達モ

デル」を構築することで、再生可能エネルギーの安定供給に寄与する系統用蓄電池事業を加速

させてまいります。 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
広報担当：齋藤　pr@kuradashi.jp 
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■リコーリース株式会社について 
代表者氏名：中村 徳晴 
設立：1976年12月 
本社所在地：〒105-7119 東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター19F 
URL：https://www.r-lease.co.jp/ 
 
■Kuradashi Energy：未来を動かす電力。 
再生可能エネルギーの普及に伴い発生する「使われない電気（電力ロス）」という新たな社会課

題に挑みます。大規模な系統用蓄電池の導入・運用・開発を通じて、電力需給を最適化し、安定

したクリーンエネルギー供給を支える次世代の社会インフラを構築します。 
URL：https://corp.kuradashi.jp/energy/ 
 
■株式会社クラダシについて 
代表者氏名：河村晃平 
設立：2014年7月 
本社所在地：〒141-0021 東京都品川区上大崎3丁目2-1 目黒センタービル 5F 
URL：https://corp.kuradashi.jp/ 
 
【サービス紹介】 
・ソーシャルグッドマーケット「Kuradashi」：https://www.kuradashi.jp/ 
・クラダシが自社で運営する「クラダシ基金」：https://www.kuradashi.jp/fund 
・冷凍宅配弁当「Dr.つるかめキッチン」：https://tsurukame-kitchen.com/ 
・オンライン料理教室「La Table de SHIORI Online」：https://online.atelier-shiori.com/ 
 
【店舗一覧】 
・Kuradashi店舗一覧：https://kuradashi.jp/pages/stores 
 
【クラダシのインパクト】 
・インパクトサイト：https://corp.kuradashi.jp/impact/ 
・サステナビリティレポート：https://speakerdeck.com/kuradashi/sustainability-report 
 
【2026年3月末時点の主な累計実績】 
・フードロス削減量：37,951トン ・経済効果：184億6,465万円 
・CO2削減量 ：100,607t-CO2 　　 ・支援総額：187,674,126円 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
「Kuradashi」、「ソーシャルグッドマーケット」、「1.5次流通」、「もったいないを価値へ」は株式会社
クラダシの登録商標です。 
 

【本件に関するお問い合わせ】 
広報担当：齋藤　pr@kuradashi.jp 
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